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36
　　　　　Radioimmunoassay　による消化管ホルモ

ンの検討

　　第圃報　SecretinのRadioimmunoassay
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　我々はかねてよりSecretinについての基礎的検討

を行ない報告してきたがtwo－step法にてng／me単位

の標準曲線が得られ，pg／me単位の標準曲線について

もやS満足すぺき成績を得ることができた。

　今回さらに各方面より検討を行ない2，3の知見を

得たので報告する。抗血清はエーザイ製薬株式会社よ

り提供された抗体価5000倍のものを使用し．標準

Secretinは抽出SecretinおよびKaloliska　Sec－

retinを使用した。その結果Kaloliska　Secretin

で良好な標準曲線が得られた。

　我々は第一ラジオアイソトープ研究所の御好意によ

り第一ラジオアイソトープ研究所製のSecretin　Kit

を入手する機会が得られたので若干の基礎的ならびに

臨床的検討を試みた。Kitは良好な標準曲線が得られ

血清サンプルを使用した回収試験，再現性も良好であ

つた。

　我々のRIA法では回収試験，再現性に問題点があ

るためKitの標準Secret　in・標識Secretinを使用

し，我々の抗体・Bufferによる検討を試み，さらに

Kitの抗体・標識S　ec　retinに我々の標fe　Secretin

を便用した。いずれの場合も良好な標準曲線が得られ

たことから我々の抗体・標準Secret　inは使用するに

充分なものと考えられる。しかしKitの標準曲線の方

が優れており，今後さらにこのKitおよび我々のRIA

法にて基礎的検討を試みると共に血中Secretin濃度

の測定を合わせて検討をしたいと思う。

37　　　　　セクレチンのラジオイムノアッセイに関する

基礎的、臨床的検討
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　セクレチンは従来より標準物質が得にくいこと、また標識

ホルモンの作製が困難であることからラジオイムノアッセイに

よる測定は極あて困難であり、その分泌動態についてもな

お明らかではない。今回合成ブタセクレチンを用いたラシ冴イ

ムノアッセイキットが開発され使用する機会を得たので基礎

的ならびに若干の臨床的検討を加えた。本キットは標準品

として合成ブタセクレチンを使用し，合成ブタセクレチンを

家兎に免疫して得られた抗血清を用いている。また標識セ

クレチンは〔Ty　r　1〕セクレチンを1251　Naに標識したもの

を使用する。なおB／Fの分離は2抗体法により行なった

　成績得られた標準曲線はセクレチン濃渡50pg／mlか

ら1600pg／mlの間で容量反応がみられた。最少検出量

は50pg／mlであった。また本抗血清と他の消化管ホル
モン　インスリン，クソレカゴン，ガストリン，GIRV】P，モチリ7，

Substance－Pとの間では検討を加えた1（血9／mlの濃

度では全く交又反応は認められなかった。つぎに既知濃度

のサンプ泌こセクレチンをそれぞれ100，　200，400，SOOP9

／m1添加した際の平均回収率は9＆1－＋16％（＋SD）

と良好であった。さらに同一キット内各ロットの異なった

キット間での損1淀値のバラツキを検討したところ、変動係数

（C．V．）はそれぞれ、平均137，3．63％と低値であり

良好な再現性を示す事実が確認された。また測定された試

料のうちセクレチンが高値を示した症例の稀釈曲線を描いた

ところ、標準曲線と平行していた。これらの事実は本キッ

トが十分臨床応用が可能であることを示すものである。そ

こで若干の臨床的検討を加えた。まず正常者の空腹時セク

レチンを検討したところ50～217pg／ml範囲に分布し

ていたが、殆んどの例が70～110P9／㎡の間にあった

一方糖尿病では低値を示すものが認められた。また甲状腺

疾患、肝疾患などでは正常者との間に著明な変動は認めら

れなよった。つぎに正常者に50g経ロブドウ糖負荷試験、

あるいは49アルギニン静注試験を行なってセクレチンの変動

を観察したところ、50gブドウ糖投与30分後にセクレチン

は軽度ヒ昇した。アルギニン投与時のセクレチンは殆んどの

例で変動がみられなかった。このように各種疾患時の空腹

時セクレチンならびに諸種刺激に対してセクレチ；・Cま有意の変

動がみられなかった。今後セクレチン分泌を促進しうる他の

刺激方法により、諸種病態、時のセクレチンの動態を観察し、

疾患におけるセクレチンのもつ意義を解明する必要がある。
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